
2年通年授業回数 15回 時間数 30時間 必修・選択選択必修 授業形態 演習 単位数 2単位

CB220 科目名 担当者名

回数 予定 実施 観点

1 4/13 ②➆⑩

2 4/27 ②⑥⑦

3 5/11 ②⑥⑦

4 5/18 ②⑥⑦

5 5/25 ②⑥⑦⑩

6 6/1 ②⑥⑦⑩

7 6/8 ②⑥⑦⑩

8 6/22 ②⑥⑦⑩

9 7/6 ②⑥⑦⑩

10 7/20 ②⑥⑦⑩

11 9/26 ②⑥⑦⑩

12 10/10 ②⑥⑦⑩

13 10/24 ②⑥⑦⑩

14 11/7 ②⑥⑦⑩

15 12/5 ②⑥⑦⑩

安心避難所をシミュレーションする

多様な人たちの参画の必要性・地域防災に女性の参画を

プレゼンテーション作成

プロジェクト発表

※　上記評価の方法により評価するので実施しない。

山口　章

ロイロノート

ロイロノート

オリエンテーション・グループ編成・プロジェクトとは何か

SDGs目標５：ジェンダー平等、目標１１：住み続けられる街づくり

防災に関心をもつ

過去の災害と地域防災を学ぶ

●遅刻・欠席・公欠の場合は必ず事前、事後に申し出ること

ロイロノート

ロイロノート

性別・立場別に異なる災害時の困難とその対策

要援護者支援と多様性配慮

災害時の暴力問題への対応

期末試験

ロイロノート

ロイロノート災害関連死を減らす

評価の方法・割合
（％）

テーマ・内容 方法

ロイロノート

ロイロノート

履修上の注意事項

地域防災の課題を考える②

災害シミュレーション・トイレ問題

ロイロノート

ロイロノート

地域防災の課題を考える①

ロイロノート

フィードバックの
方法

授業の自己評価

備考

使用テキスト

ロイロノート

ロイロノート

ロイロノート

ロイロノート

DPの観点 ①聴く力②表現力③柔軟性④協調性⑤社会性⑥専門知識・技能⑦思考力⑧実践力⑨主体性⑩問題解決力

配布資料

参考文献
参考URL

予定の黄色塗りつぶしは、ライブオン授業

開講年次・時期

DPの観点 ②表現力（２５％）　⑥専門知識・技能（２５％）　⑦思考力（２５％）　⑩問題解決力（２５％）

授業内でのワーク（30％）、プロジェクトプラン（40％）、プレゼンテーション（20％）、ロイロノートのコメント（10％）を総
合的に評価する。

科目の到達目標達成に向けて積極的に取り組む姿勢を重視する。

授業の概要

●課題作成のための時間を要することがある。
●ビジネスアイディアコンテストや研究発表会などの学外のプレゼンテーションに参加する可能性がある。

●プロジェクトとは何をすることか理解すること
●防災に関するプロジェクトプランを作成できること
●作成したプロジェクトプランをプレゼンテーションできること

授業時間外学修
（予習・復習）

科目コード

　「プロジェクトとは何か？」からスタートし、防災に関するプロジェクトプランを作成・発表する。「社会のあらゆる課題
が避難所にある」ことから、避難所を学ぶことで社会課題を明確にする。特に、「SDGs目標５：ジェンダー平等、目標
１１：住み続けられる街づくり」をテーマに最先端の防災知識とシミュレーション体験を今後の人生の糧とし、持続可
能な地域社会づくりに資する。

プロジェクト演習

対面またはオンラインでフィードバックを行う。

単位認定の要件

科目の到達目標


